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▽
　
第
四
十
二
輯
は
例
年
の
ご
と
く
国
語
学
の
論
考
を
中
心
に
ま
と
め
る
こ
と
と
な
っ
た
。
幸
い
、
本
年
も
講
師
と
し
て
お
出
で
頂
い
て
い
る
井
手
至
先
生
か
ら
、
『
万
葉
集
』
の
書
喩
歌
に
か
か
わ
る
御
高
論
を
頂
く
こ
と
が
出
来
た
。
▽
　
小
山
登
久
氏
か
ら
は
平
安
時
代
の
公
家
日
記
の
語
彙
に
つ
い
て
の
御
高
論
を
賜
わ
り
、
小
林
賢
章
氏
か
ら
は
『応
仁
記
』
の
書
承
に
つ
い
て
の
御
高
論
が
寄
せ
ら
れ
た
。
こ
れ
ら
に
国
語
学
の
大
学
院
生
の
現
代
語
の
論
考
二
篇
を
加
え
て
、
期
せ
ず
し
て
上
代
か
ら
現
代
に
わ
た
る
、
い
ろ
い
ろ
な
視
点
の
研
究
が
揃
う
こ
と
と
な
っ
た
の
は
喜
ば
し
い
こ
と
で
あ
る
。
▽
　
第
四
十
三
輯
は
十
二
月
末
の
締
切
り
で
、
国
文
学
の
論
考
を
中
心
と
し
て
刊
行
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。
よ
ろ
し
く
、
労
作
を
お
寄
せ
頂
き
た
い
。
（前
日
富
棋
）
０
投
稿
規
定
回
○
直
接
購
読
者
は
投
稿
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
○
原
稿
の
内
容
は
国
語
・
国
文
学
、
国
語
教
育
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。
分
量
は
四
百
字
詰
原
稿
用
紙
三
十
枚
以
内
と
す
る
。
○
原
稿
の
送
り
先
は
「〒
五
六
〇
豊
中
市
待
兼
山
町
一
大
阪
大
学
文
学
部
国
文
学
研
究
室
内
、
語
文
編
輯
委
員
」
宛
。
○
原
稿
の
採
否
は
編
輯
委
員
に
一
任
の
こ
と
。
○
採
用
し
な
か
っ
た
原
稿
は
返
送
料
が
添
附
し
て
あ
れ
ば
返
送
に
応
ず
る
。
〇
一
括
購
読
者
が
投
稿
す
る
際
に
は
代
表
者
か
ら
紹
介
せ
ら
れ
た
い
。
¨
雑
誌
の
寄
贈
・
交
換
・
購
読
に
つ
い
て
○
雑
誌
の
寄
贈
・
交
換
・
講
読
は
〒
五
六
〇
豊
中
市
待
兼
山
町
一　
大
阪
大
学
文
学
部
国
文
学
研
究
室
宛
に
願
い
た
い
。
（議
請
鏃
救
（一劉
一四一
正
一一〇
）
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